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　町教育委員会主催による「進一しもつけの街道をしのぶー」をテーマとした展示会が

資料館で５月２５日まで聞かれましたが、その関連事業として体験教室「ワラジをはい

て街道を歩こう」が５月23日、消防壬生分署から稲葉一里塚間（往復5km）で行われ、

参加者たちは昔の旅人の気分を味わいながら歩きました。
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7月1日からスタｰ/ヽ

　
今
年
３
月
町
議
会
で
「
情
報
公
開

条
例
」
庁
制
定
さ
れ
、
７
月
１
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
堰
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

町
庁
持
つ
て
い
る
情
報
の
閲
覧
や
そ

の
写
し
の
交
付
を
求
め
る
権
利
を
条

例
に
よ
っ
て
保
障
↓
９
る
も
の
で
↓
９
．
ま

た
、
町
の
情
報
を
い
つ
で
も
容
易
に

取
得
で
き
、
町
と
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
間
の
情
報
の
流
れ
が
豊
か
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
町
政
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
住
民
参
加
に
よ
る
町
政
庁
よ

ロ
ニ
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
↓
９
．

　
情
報
公
開
を
実
施
す
る
機
関
は
、
町

長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会

監
査
委
員
、
長
泉
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会
で
す
。

請

●
Ｓ
一

　
実
施
機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
し

た
り
取
得
し
た
文
書
、
図
面
、
写
真
な

ど
、
実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の

で
、
平
成
‥
‥
‥
一
年
４
月
１
日
以
降
に
作
成

し
、
又
は
取
得
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
ド
”
Ｉ
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公
司
請
求
で
き
る
人
ま
…

２



　
実
施
機
関
に
公
開
の
請
求
が
で
き
る

の
は
、
次
に
掲
げ
る
個
人
、
法
人
、
団

体
で
す
。

　
町
内
に
住
所
の
あ
る
人

　
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
も
つ

　
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

ご
町
内
の
事
務
所
・
事
業
所
に
勤
務
す

　
る
人

　
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

　
町
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
個
人
又
は

　
法
人

　
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に
利
害

　
関
係
の
あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他

　
の
凶
作

公

　
Å
Ｉ
Ｊ
ノ

で
き
な
い
情
報

●
Ｓ
一

　
犬
べ
て
の
公
文
書
を
公
開
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
次
の
情
報

は
公
開
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
法
令
ま
た
は
条
例
で
非
公
開
と
さ
れ

　
て
い
る
情
報

　
個
人
の
プ
ラ
千
八
シ
ー
に
開
す
る
情

　
報
　
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
開
す
る
情
報

　
又
は
事
業
を
営
む
個
人
の
事
業
に
開

　
す
る
情
報
で
、
事
業
活
動
に
不
利
益

　
を
与
え
る
も
の

　
個
人
の
生
命
、
身
体
、
財
産
等
の
保

　
護
、
犯
罪
の
予
防
、
捜
査
そ
の
他
の

　
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
支
障

　
の
あ
る
情
報

一

｛
町
の
機
関
と
国
等
の
機
関
と
の
間
で

　
協
議
、
依
頼
等
に
よ
り
作
成
し
、
又

　
は
取
得
し
た
情
報
で
、
国
等
と
の
協

　
力
関
係
又
は
信
頼
関
係
を
損
な
う
お

　
そ
れ
の
あ
る
も
の

｝
審
議
、
調
査
、
研
究
等
の
意
思
形
成

　
過
程
の
情
報
で
、
事
務
事
業
の
意
思

　
形
成
に
支
障
の
あ
る
も
の

・
争
訟
、
交
渉
、
監
査
、
検
査
、
取
締

　
り
、
入
札
、
試
験
、
職
員
の
身
分
取

　
扱
そ
の
他
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情

　
報
で
、
事
務
事
業
の
公
正
又
は
適
正

　
な
執
行
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ

　
る
も
の

づ
公
開
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
任
意
に

　
個
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
で
、
承

　
諾
を
得
な
い
で
、
公
開
す
る
こ
と
に

　
よ
り
、
当
該
個
人
の
協
力
を
得
る
こ

　
と
が
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も

　
の請

の
手
続
き

・
●
一

　
総
務
課
の
情
報
公
開
総
合
窓
口
に
、

情
報
公
開
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
電
語

々
目
頭
に
よ
る
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
司
請
求
に
対
す
る

　
月
目
引
軋
・
＝

請
求
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
珀
日

（
6
0
日
を
限
度
）
以
内
に
公
開
で
き
る

か
ど
う
か
を
決
定
し
て
、
請
求
者
に
通

知
し
ま
す
。

　
公
開
で
き
る
場
合
は
、
公
開
の
日
時

及
び
場
所
を
、
公
開
で
き
な
い
場
合
は

そ
の
理
由
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公

皆
引
割

／
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
ｙ

奉
●
●

　
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
た
日
時
、
場

所
で
閲
覧
し
た
り
写
し
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す

が
、
写
し
は
コ
ピ
ー
代
、
郵
送
を
希
望

す
る
場
合
は
、
郵
送
料
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

コ
ピ
ー
代
　
Ａ
３
判
以
内
　
１
枚
1
0
円

写
し
の
送
付
　
実
費
負
担

決
定
に
不
服
の
ノ

　
Λ
／
あ
§
場
合
は
…

　
非
公
開
な
ど
の
決
定
に
不
服
の
あ
る

場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
薇
づ
い

て
不
服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
実
施
機
関
は
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
「
壬
生
町
情
報
公
開
審
査
会
」

に
諮
問
し
、
そ
の
意
見
を
開
い
て
不
服

申
立
て
に
対
す
る
決
定
を
し
ま
す
。

※
な
お
、
こ
の
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　
総
務
部
総
務
課
文
書
法
規
係
（
�
8
1
－

　
１
８
０
７
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

情報提供

請
求
か
ら
公
開
ま
で

相談及び案内

(総合窓口総務課)

情報の内容

特定・検索
情報公開

行政資料等に

よる情報提供

請求書受付･受理公開･非公開の決定

(実施機関の主管課)

　一一干

公開の実施公開一部分公開決定通知
公開一部分公開

のとき

万言ntお　わ開犬

こ

非公開のとき

情報公開審査会

諮問

-

答申

　申立て

←

申立てに対

する決定

不服申立て

３



シリーズ介護保険制度第2回
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介護保険制度がは=じま=ります

～要介護認定の申請受付は今年の10月から～

　介護保険のサービスを利用堰るには、寝たきりや痴呆なごサービスを受けられる状態かごうか

の認定（要介護認定）を受けることが必要です。

　今回は、この要介護認定の具体的な流れについこを見てみましよう。

②町の調査員が

　訪問調査をします

　　　自宅等に町の調査員が訪問し、

　　食事や入浴などの日常生活の様子

　　や心身の状態を中心に聞き取り調

い　査をします。

一次判

③コンピューター

　　　による判定

ビスが必要なのかどうか、必要

であるとすれば、どのくらいの

サービスを行う必要があるかを

判断するものです。従って、そ

の方の病気の重さと要介護度の

高さとが必ずしも一致しない場

合があります。

①要介護認定の

　　申請をします

　介護が必要になった場合、まず本人や家族が

町の介護保険担当窓口へ申請します。

　申請できる年齢は、次のとおり区分されます。

①65歳以上の高齢者

　　介護が胞ヽ要になったときには、原因を問わず

　に介護サービスが受けられます。→第１号披保

　使者といいます。

②40～64歳の人

　　老化に起因する特定の疾病（脳卒中やリウ

　マチなど）によって介護が必要になったときに

　限って、介護サービスが受けられます。

ぷ　　→第２号披保険者といいます。

　聞き取り調査の結果をコンピューターに入力し、介護に必要な時間を推計します。

コンピューターによる要介護認定基準時間の推計

　実際の施設入所者について２日間にわたり、１分おきにどのような介護が行われているかとい

う調査に基づ凱仮にその人が施設に入所したらどのくらいの介護の時間が必要か推計します。

（注：この時間は、認定のための「ものさＵで、実際に家で介護している時間と異なります」

　要介護認定は、本当に介護サー　〔１日あたりの要介護認定基準時間によりヽ要介護度の判定を行います〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　------------------　　　　　１日あたり30分未満であって、全体の介護の時間が

要支援　25分以上か、または洗たく・掃除などの家事援助や

　　　　　機能訓練の合計が↓O分以上である状態

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

１日あたり30分以上50分未満である状態

↓日あたり50分以上70分未満である状態

１日あたり70分以上90分未満である状態

１日あたり90分以上110分未満である状態

↓日あたりno分以上である状態



i⑤要介護認定の

｜　　　　　判定

　要支援状態または、要介護状態と

認められた場合、必要な介護の度合

い（要介護度）も合わせて決定され

ます。

　　介護が必要とは認めら

Ｅ

●

れず介董保険のサービ（

ダ　　　　　　　スは受けられません

●

社会的支援を要する　　　

■■

５

要介護度１

　部分的介護を要する

要介護度２

　中等度の介護を要する

要介護度３

　重度の介護を要する

要介護度４

　最重度の介護を要する

要介護度５

1吝fl要です7る仁こい

　要介護認定は、介護する家族の有

無や収入の多少とは、一切関係あり

ません

↓

⑥町が本人へ

　　認定通知する

ケJ,II。=

ジザ　m｡り.j

主治医の意見書

　かかりつけの医師に、心身の障

害の原因になっている疾病や負傷

に関する意見、医学的な管理の必

要性等を書いてもらいます。

↓

二次判定

④介護認定審査会

　医療、保健、福祉の専門家で構

成され、コンピューターによる判

定と主治医の意見書をもとに、介

J

←

且次回は、介護保険のサービスについて掲載します

　介護保険について、研修をご希望の団体は、人数

　の多少にかかわらずご相談ください。

問合せ先　民生部介護保険推進室�81 － 1876 ・1877

隠居娼
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(平成11年３月31日現在)

歳出 (単位：千円：％)

科　　　目 予算額 支出済額 支出率

議　　　会　　　費 ↓58,↓92 155,900 98.6

総　　　務　　　費 ↓,495,051 ↓ユ5↓,926 77.0

民　　　生　　　費 ↓,484,394 ↓,378,267 92.9

衛　　　生　　　費 3,302,537 1,613,584 48.9

労　　　働　　　費 28,364 26,458 93.3

農林水産業費 308,946 227,814 73.7

｜

ほ

商　　工　　費 240,849 236,701 98.3

土　　　水　　　費 2,992,750 1,461,296 48.8

消　　　防　　　費 604,394 584,455 96.7

敦　　　育　　　費 ↓,449ユ↓5 ↓,↓77,082 8↓.2

災害復旧費 40,765 19,384 47.6

公　　　債　　　費 3,053,374 3,047,943 99.8

諸　支　出　全 ３ ０ 0.0

予　　　備　　　費 15,550 ０ 0.0

１

ｙ

Ｓ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

合　　　計 ↓5,174,284 11,080,810 73.0

一 一 一 一

　町では、皆様に町の財政状況を正し

くご理解しこいただくとともに、納め

られた税金や国・県支出金が、ごのよ

うに使われこいるかを知っていただく

ため、年２回（６月・12月号広報紙）

財政状況の公表をしていま雅。

　今回は、平成10年度の下半期の収入・

支出状況について:お知らせしま程。

　なお、今回は今年３月末までのもの

で、最総決算額ではありません。これ

は、平成11年４・５月の２ヵ月間を、

10年度の債権、債務を整理雅る出納整

理期間とすることが認められているた

めで堰。

●Ｏｅ＠●○○
　平成10年度の一般会計当初予算は、124億５千万

円でしたが、平成９年度からの繰越額及び６回の

補正予算額を合わせ、当初に比べ21.9％増の15↓億

7､428万４千円の現計予算額となっています。

　平成10年３月計日現在の収入訴願は、122億397

万３千円で、歳入予算額の80.4％にあたります。

　また、支出済額は、↓10億8､081万円で、歳出予

算額の73.0％となっております。科目別の状況は

別表のとおりです。

皆皆　　☆に　　　　　　　　　　　　ノ　　　言皆皆

▼
町
債
と
は
？

　
町
の
長
期
に
わ
た
る
借
入
金
の
こ
と

で
す
。

　
道
路
や
橋
、
学
校
な
ど
の
よ
う
に
長

期
に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
施
設
を
つ

く
る
た
め
の
建
設
資
金
に
つ
い
て
、
世

代
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る
意
味
か
ら
、

町
債
と
い
う
形
で
国
や
銀
行
な
ど
か
ら

資
金
を
調
道
し
て
い
ま
す
。
壬
生
町
の

一
般
会
計
地
方
債
残
高
（
平
成
‥
１
１
年
３

月
末
）
は
、
8
0
位
７
。
１
９
３
万
３
千

円
で
す
が
、
平
成
９
年
産
米
町
民
一
人

当
た
り
の
現
在
高
は
、
２
２
０
。
７
７
９

円
で
県
内
4
9
市
町
村
中
4
0
位
（
残
高
の

多
い
ほ
う
か
ら
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
３
月
末
に
お
い
て
は
、
歳
入

受
入
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
1
0

年
度
一
般
会
計
に
お
け
る
新
規
借
入
の

利
率
は
、
1
.
6
5
％
土
て
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
）

▼
町
債
の
返
済
は
？

　
毎
年
「
公
債
費
」
と
い
う
予
算
を
と
っ

て
、
町
債
の
元
金
と
利
息
の
支
払
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
1
0
年
度
一
般
会
計
で
は
、
3
0
借

町
債
・

－
－

６

公

嫡

喪

町

燐一
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《税の負担状況》

(単位：千円：％)歳入
匹1皿ごｍ，ｙ万皿

科　　　目 予算額 収入済額 収入率
｜

－

§

町　　　　　　税 4,887,792 4,674,052 95.6

地　方　譲　与　税 155,000 ↓63,790 105.7

利子割交付金 45,000 47,759 ↓06.↓

地方消費税交付金 3oo,ooo!　368,338 ↓22.8

ゴルフ場利用税交付金 55,000 1　　　55,099 1　100.2

特別地方消費税交付金 500 849 169.8
｜

｜

自動車取得税交付金 ↓35,000 ↓21,018 89.6

址　方　交　付　税 2,553,558 2,627,129 102.9

交通安全対策特別交付金 10,000 T0,25↓ ↓02.5

分担金及び負担金 ↓05,278 10↓,046 96.0

使用料及び手数料 152ﾕ44 147,且4 96.7
尚

国　庫　支　出　全 1,051,670 7n,198 67.6
｜

県　支　出　金 555,563 3n,819 56.1

財　産　収　人 154,290 154,168 99.9

｜

寄　　　附　　　企 2,463 2,462 ↓00.0
｜

繰　　　入　　　金 342,239 162,141 47.4

繰　　　越　　　全 419,530 419,531 100.0

－

｜

諸　　　収　　　入 138,616 137,368 99.1

訂　　　　　　債 4,110,6肘 1,988,8肘 48.4

合　　　計 ↓5ユ74,284 ↓2,203,973 80.4

り

ヽﾆ･　　　39,265円　54,599円　　936円　5,420円　7,973円

122,616円170,499円　2,924円16,927円24,898円

117,829円

　謳

　■■●□

１世帯当たり

367,948円

(平成11年３月末人□39,668人，世帯数12,703戸)

)也方偏現在高

■　　　　　　■■■■㎜

４
。
７
９
４
万
３
千
円
を
返
済
し
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
1
9
佐
２
。
４
７
４
万
１

千
円
は
、
後
年
度
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
低
利
へ
の
借
り
換
え
（
同
額
が
歳

入
に
も
入
っ
て
き
ま
す
。
）
を
行
う
繰

上
償
還
に
要
し
か
費
用
で
す
。
さ
ら
に
、

残
り
‥
１
１
佐
２
。
３
２
０
万
２
千
円
の
5
0

％
が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税

と
い
う
お
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
地
方
交
付
税
と
は
？

　
国
に
納
め
ら
れ
た
税
金
の
一
部
を
一

定
割
合
の
額
で
、
地
方
自
治
体
が
等
し

く
事
務
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
国
か
ら

配
分
さ
れ
る
税
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
公
平
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
1
0
年
度
の

　
町
債
活
用
事
業
例

●
地
域
総
合
整
備
事
業
債

　
地
域
の
特
性
を
生
か
す
地
域
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
町
が
自
主

的
・
主
体
的
に
行
う
事
業
に
活
用
し
ま

す
。
・
防
火
貯
水
槽
整
備
事
業

　
借
大
観
の
元
利
償
還
金
の
約
5
0
％
が

地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

７
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　奨学資金

予算額

　　　　　170万円

収入済額

　　　　169万2千円

老人保健事業

予算額

　　29億4,592万1千円

収入済額,……万，づ。，

農業集落排水事業

(収支の不足額は、一般会計資金を運用しました)

公共下水道事業

予算額

　　18億9,061万3千円

収入済額

　　8億5,732万1千円

(収支の小足額は、一般会計資金を運用しました)

　
　
‐
－

　
　
　
　
　
一

－
　
－
－

　
－

　国民健康保険

予算額

　　24億1,702万4千円

収入済額

　　22億9,221万9千円

　　水道事

収益的収支

業

資本的収支

　資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、過（

年度及び当年度損益勘定留保、当年度消費税収支調整額

）

　で補てんしました

●
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
債

　
町
が
緊
急
に
整
備
す
べ
き
特
定
の
道

路
区
間
に
お
い
て
、
補
助
事
業
及
び
単

独
事
業
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
実

施
す
る
場
合
に
活
用
し
ま
す
。

・
御
用
水
通
り
整
備
事
業

・
濁
協
医
科
大
学
前
道
路
整
備
事
業

　
（
段
差
解
消
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
化
等
）

　
借
入
額
の
元
利
償
還
金
の
約
5
0
％
以

上
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

●
下
水
道
整
備
事
業
債

　
地
域
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
に
整

備
を
進
め
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
や

農
業
集
落
排
水
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

泉
屁
ハ
下
水
道
整
備
事
業

・
農
業
集
落
排
水
事
業

　
借
入
額
の
元
利
償
還
金
の
約
5
0
％
以

上
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

　
ご
み
や
し
尿
を
処
理
す
る
施
設
の
整

備
に
要
す
る
費
用
に
充
当
す
る
た
め
活

用
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
融
資
金

の
財
源
は
、
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金

の
積
立
金
を
活
用
し
た
も
の
で
す
。

・
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
偕
大
損
の
元
利
償
還
金
の
約
5
0
％
以

上
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

●

－

８
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プ
ー
ル
の
利
用
は
了
月
1
0
日
か
ら

川
下
り
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
を
新
設

料
金
も
変
わ
り
ま
し
た

　
毎
年
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
壬
生
町
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー

ル
、
今
年
は
７
月
1
0
日
か
ら
回
設
し
ま

す
。

　
ま
た
、
従
来
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
フ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

矢
工
芝
）
」
の
代
わ
り
に
、
「
川
下
り

ス
ラ
イ
ダ
ー
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
川
下
り
ス
ラ
イ
ダ
ー
」
は
、

滑
走
路
全
長
1
0
1
ｍ
、
幅
1
.
8
ｍ
、
深
さ
0
.
9

(厚生年金・国民年金積立金還元融資施設)

　
羽
生
田
に
平
成
９
年
か
ら
建
設
し
て

い
た
新
清
掃
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
１

月
か
ら
試
運
転
や
、
調
整
作
業
が
進
め

ｍ
で
、
滑
走
路
内
に
常
防
水
を
流
し
、

摩
擦
抵
抗
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

滑
走
者
が
滑
走
路
を
滑
り
降
り
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ュ
ー
ブ
（
浮
絵
）
に
乗
っ

て
、
滑
走
路
内
を
滑
走
で
き
る
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
か
ら
利
用
料
金
が
、
一

般
６
０
０
円
が
７
０
０
円
に
、
小
・
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
：
ｙ
ｗ
ｎ
Ｍ
ｎ
ｓ
ｎ
ｍ
四
語
弓
丿
劈
孤
１
１
諦
視
Ｉ
Ｊ
９
４
荒
ｌ
ｊ
”

新
清
掃
セ
ン
タ
上
県
完
成
鸚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
に
元
元
亜
胚
胎
征
治
治
術
ご
聊
潜
呂
乃
で
ｈ
　
競
回

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
3
0
日
に
、

関
係
者
約
7
0
名
が
出
席
し
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ゴ
ミ
焼
却
施
設
は
、
最
新
の
技

術
と
設
備
を
導
入
し
た
施
設
で
、
特
に

排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

環
境
対
策
に
は
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、

ナ
ベ
て
の
処
理
工
程
を
集
中
制
御
装
置

で
操
作
す
る
近
代
的
な
施
設
で
す
。

　
式
典
で
は
町
長
が
「
安
全
性
の
高
い

施
設
が
で
き
、
今
後
は
町
民
の
皆
さ
ん

に
分
別
収
集
を
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
の
町
の
ゴ
ミ
は
自
分
の
町
で
処
理

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　
式
典
の
後
出
席
者
は
、
新
し
い
設
備

を
、
担
当
者
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見

学
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
施
設
は
、
厚
生
年
金
保

険
及
び
国
民
年
金
の
被
保
険
者
等
か
ら

集
め
ら
れ
た
、
保
険
料
の
積
立
金
の
一

部
か
ら
、
融
資
を
受
け
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

㎜●●㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜●●㎜■㎜

一

学
生
３
０
０
円
が
４
０
０
円
に
変
わ
り

ま
し
た
。

ニ
開
設
期
間

　
了
月
1
0
日
（
上
）
～
９
月
５
日
（
且

≒
開
設
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

づ
利
用
料
金
（
士
人
↓
回
に
つ
言

一
ﾄ、

!中

般
学
生

や･

７
０
０
円

４
０
０
円

と
ち
ぎ
に

●
那
須
地
域
へ
の
移
転
の
意
義

　
国
会
等
の
移
転
は
、
数
十
年
の
期

間
を
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の

過
程
で
は
、
東
京
と
の
追
福
的
期
間

（
東
京
と
移
転
先
に
国
会
等
の
機
能

が
あ
る
期
間
）
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
那
須
地
域
は
、
東
京
か

ら
近
か
ら
ず
、
遠
が
ら
す
の
距
離

（
新
幹
線
で
約
１
時
間
）
に
あ
り
、

東
京
と
の
適
切
な
連
携
を
回
り
な
が

ら
長
期
に
わ
た
る
移
転
を
政
治
高
作

　1･.･.･●湖面輸.‘2.230.j8&i lr16m鴎利‘｣･
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ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
　
　
１
０
０
円

　
問
合
せ
先

・
開
設
期
間
中

　
黒
川
の
里
ふ
れ
あ
い
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
（
り
４
７
０
り

・
期
間
以
外

　
町
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
‐
N
9
9
C

ZX
を

Z/

済
・
社
会
生
活
に
混
乱

な
く
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
東
京
に
万
一
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
で
も
、
東
京
ま
で
平
ら

な
地
形
が
続
い
て
い
る
た
め
、
混
乱

を
最
小
限
に
と
ど
め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

当
地
域
は
、
新
た
な
集
中
を
招
く
お

そ
れ
が
少
な
く
、
発
展
可
能
性
が
高

い
、
東
北
・
北
海
道
の
太
平
洋
側
に

伸
び
る
交
流
国
域
（
北
東
国
土
樋
上
）

に
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
土

構
造
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、
豊
か
で
安
全
な

自
然
環
境
、
盛
ん
な
農
林
業
、
既
存

小
都
市
群
、
便
利
な
交
通
条
件
等
の

地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
最
小
の
コ
ス

ト
で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き
、

無
理
の
な
い
新
首
都
の
実
現
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

一
Ｆ
－
－
・
－

｜

｜
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た
だ
い
ま
活
動
中
①

／
　
今
回
号
よ
り
、
地
域
の
た
め
に
日
々
活
動
　
／

　
／
ｙ
　
し
て
い
る
町
の
団
体
を
紹
介
し
て
い
き
ま
↓
９

事故をなくし

こｰ二二'.らΞ_Ξ-ΞΞΞΞzﾆｰ=ﾆ‾゜Ξ゜二二二ごこ二'こﾆ

にするために町いよみ

交通安全協会

為
…
…
　
　
。
　
一
一

、
ヽ
　
◇
　
　
　
　
宍

　
　
　
　
」
　
二
一
審

言

　牛<，

叉
↓

八
入

ヽ一

写4写7

目

巻
ス
ケ
ッ
チ
甘

テニスで早く試合がしたい

掲協医大職員寮　　山岸　照子さん

街頭広報で　交通安全をよびかける

　
当
会
は
交
通
安
全
関
係
団
体
の
先
導

的
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
、
町
や
警

察
等
関
係
機
関
と
連
携
協
力
し
、
四
季

の
交
通
安
全
運
動
を
中
心
に
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

　
交
通
事
故
を
撲
滅
し
、
す
み
よ
い
町

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
そ

れ
に
は
、
す
べ
て
の
町
民
が
交
通
安
全

に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
当

会
の
組
織
を
改
正
し
、
自
治
会
を
単
位

と
し
全
世
帯
住
民
は
会
員
に
、
ま
た
町

一

「仕事がきついので、休出よ自分の部屋で過ごす

ことが多い」という照子さんは、看護婦の仕事を

しています。

　現在は、友達に誘われて始めたテニスに凝って

いますが、ストレス解消のため、スキーやバッティ

ングセンターなどにも出かけるそうです。［早く

テニスで試合ができるようになりたい］と話して

くれました。

内
事
業
所
等
に
は
特
別
会
員
と
な
っ
て

い
た
だ
き
、
町
を
あ
げ
て
交
通
安
全
を

推
進
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
交
通
安
全
運
動
期
間

中
、
の
ぼ
り
旗
・
看
板
の
掲
揚
、
街
頭

広
報
、
交
通
指
導
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
に
よ
る
啓
蒙
啓
発
、
ま
た
、
年
間
を

通
じ
、
児
童
・
高
齢
者
に
対
す
る
交
通

安
全
教
室
等
の
開
催
や
安
全
施
設
の
設

飯
要
望
、
交
通
功
労
者
の
表
彰
上
申
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
を
拉
く
す

た
め
、
よ
ぃ
二
層
積
極
的
に
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１０



と
っ
て
お
き
の
」
づ
』
゛
人
①

　
　
　
　
顕
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�

精
神
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て

　
　
　
　
下
表
町
　
並
木
弘
次
さ
ん

　
下
表
町
の
仏
師
、
並
木
弘
次
さ
ん
は

1
6
年
程
前
か
ら
仏
像
彫
刻
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
は
し
め
た
き
っ
か
け
は
、

木
を
彫
る
技
術
を
身
に
つ
け
、
会
社
を

退
職
し
た
時
に
、
次
の
ス
タ
ー
ト
が
す

ぐ
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
す
。

　
普
段
は
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
が
、
月
２
回
、
河
内
町
岡
本
の
教
室

ま
で
通
い
、
先
生
に
つ
い
て
習
っ
て
い

ま
す
。
今
で
は
、
教
本
や
仏
像
の
写
真

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
み
ご
と
な
ま
で

の
仏
像
を
彫
り
上
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
作
品
は
、
観
音
様
が
ほ
と
ん
ど
で
す

が
、
他
に
恵
比
須
様
、
大
黒
様
、
気
分

転
換
に
は
、
花
な
ど
の
レ
リ
ー
フ
な
ど

も
作
っ
て
い
ま
す
。

　
２
年
に
上
回
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ

る
展
示
会
に
は
、
2
0
点
ほ
ど
出
展
す
る

ほ
か
、
仏
像
に
興
味
の
あ
る
方
に
差
し

上
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
は
無
関
心
だ
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
仏
像
を
彫
る
こ
と
で
精
神
的
な
安

ら
ぎ
が
求
め
ら
れ
る
と
語
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
今
回
号
よ
り
、
町
の
か
く
れ
た
名
人
、

（

有
名
人
を
紹
介
し
こ
い
き
ま
↓
９
．
　

）

　膿|||噛，

1温

▽!|||即園部|揃∃lllsよ川
文化協会文芸部選
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曽篠登志子

　　短　歌

去年まで芹を摘みしはこの辺り

いまバイパスの工事中なり

｜

｜

ｌ軒下に花大根の咲き盛り主なき

・家をはなやかにせり

安原　昌子

淳高　久稲葉小学校５年

釘をうつ金槌の音はなんとなく

どこかが違う日曜大工

黒尾　チエ

小野□　哲朗

ほ
の
。
え
ぃ
や
。

し
謎
炉
匈

青物の端境季なり夫の蒔きし野

沢菜が今[|の卓を形どる

高山　ミツ

　　俳　句

短か夜や眼鏡二つを使い分け

佐藤淑子

高橋　田鶴

高山香代子

長き脚すんなり組みて五月かな

毬のごと乳のはりきて明易し

稲葉小学校２年
鈴木茂弥

，ポストまで往復五分おぼろ月
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参ちのわだい

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
が

　
　
　
　
　
1

0
周
年
記
念
事
業

　
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
（
須
賀
俊
之
会
長
）
が

今
年
1
0
周
年
を
迎
え
、
５
月
2
3
日
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
記
念
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
会
長
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
未
来
に
夢
を
も
て
る
壬
生
町
に
し
て
い
こ
う
」
と
あ

い
さ
っ
が
あ
り
、
続
い
て
、
功
労
者
表
彰
と
し
て
、
初
代

会
長
の
荻
原
久
子
さ
ん
と
元
副
会
長
の
中
村
朋
子
さ
ん
、

内
山
幽
香
子
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
県
立
大
学
教
授
渡
辺
一
雄
氏
の
記
念
講
演

会
や
会
員
た
ち
に
よ
る
交
流
会
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
に
は
、
清
掃
活
動
や
独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
等
へ
の
調
理
・
配
達
の
サ
ー
ビ
ス
、
町
広
報
紙
等
の
朗

読
テ
ー
プ
作
り
、
手
話
講
習
会
の
開
催
、
募
金
活
動
等
さ

ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
し
て
い
る
団
体
が
加
入
し
て
い
ま

す
。
平
成
元
年
に
ｎ
団
体
で
発
足
し
、
現
在
は
倍
の
９
９
一
団

体
が
加
入
、
会
員
数
も
８
６
６
名
と
増
加
し
、
活
動
の
翰

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

“‾‾‾‾‘^心
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壬生ライオンズクラブが歩け歩け奉仕大会

　青少年の健全育成を目的として壬生ライオンズクラブ（古

葉幸男会長）では、今年で17回目となる歩け歩け奉仕大会を

４月29［1開催しました。

　大会は、壬生北小学校を発着点として、会場周辺を回る5.7

kmのコースで行われ、親子や友達同士のチームなど約300人が、

主催者が用意したボランティア・スポンサーの広告ワッペン

をつけ、コマ図を頼りに、肌寒い陽気のなか元気に歩きまし

た。

　また、ワッペンをつけて歩くことがボランティア活動に参

加したことになり、そのＰＲ代として、町内外の事業所から

集められたお金が、（財）栃木県アイバンク、（財）栃木県盲

導犬センター、訂社会福祉協議会へ寄付されました。

'‾~心ノ

　
町
と
町
商
工
会
の
後
援
を
得
て
町
商
業
連
合
会
（
青
木

和
夫
会
長
）
が
行
っ
た
「
ザ
・
ど
っ
キ
ン
グ
セ
ー
ル
ー
ｎ

み
ぶ
」
の
抽
迎
合
が
５
月
９
日
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館
前
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
櫓
匹
商
店
と
大
型
店
と
の
共
存
共
栄
を
め
ず
し
て
、
４

月
‥
１
１
目
か
ら
2
5
日
ま
で
の
1
5
日
間
を
売
出
し
期
間
と
し
て

設
定
、
こ
の
間
に
地
域
振
興
券
か
現
金
で
２
千
円
ご
と
の

買
い
物
を
し
た
人
に
対
し
て
抽
選
券
１
枚
が
進
呈
さ
れ
、

期
間
中
2
0
万
枚
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
抽
選
は
、
こ
の
日
午
前
‥
‥
１
１
時
と
午
後
２
時
の
２
回
行
わ

れ
、
会
場
に
は
半
券
を
手
に
大
勢
の
人
達
が
詰
め
か
け
、

来
年
の
緑
化
フ
ェ
ア
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
参
加
し
た
ミ
ス
マ
ロ

ニ
エ
の
大
関
美
保
さ
ん
と
伊
藤
忠
さ
ん
ら
が
行
う
抽
選
の

様
子
を
真
剣
な
眼
差
し
で
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
賞
品
は
特
賞
か
ら
５
等
ま
で
あ
り
、
当
選
者
に
は
、
賞

金
及
び
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
３
等
の
緑
化
フ
ェ
ア

入
場
券
（
前
売
り
券
）
は
、
９
月
６
日
発
売
の
た
め
後
日
、

本
人
に
郵
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「ザ・どっキングセールinみぶ」の

;=,抽選会行われる

ｻﾞ‘:･Ｃつ･ｷﾝﾀﾞｾｰﾙin4
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お
も
ち
や
博
物
館
の

入
館
者
が
6
0
万
人
突
破

適
正
検
査
に
取
り
組
む
受
講
者

今

｀W

　　　　　-一一一一　　　　-ﾏ

ﾚの再認識1

|正しい交通ルーJ
　
平
成
７
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
５

年
目
の
５
月
2
3
目
、
お
も
ち
ゃ
博
物
館

の
入
館
計
数
が
6
0
万
人
（
延
べ
）
を
突

破
し
ま
し
た
。

　
6
0
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
宇
都
宮

市
の
会
社
員
、
山
田
寿
夫
さ
ん
（
2
9
）
で
、

神
永
助
役
や
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
ら
が
出

迎
え
、
記
念
と
し
て
フ
ァ
ー
ビ
ー
人
形

な
ど
を
贈
り
、
祝
福
し
ま
し
た
。

　
山
田
さ
ん
は
、
家
族
５
入
で
博
物
館

を
訪
れ
、
「
初
め
て
来
て
思
わ
ぬ
幸
運

に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
目
6
0
万
人
を
記
念
し
て
、

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
２
０
０
名
に
ぬ
い

ぐ
る
み
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。　町交通安全協会では、春の交通安全運動期間中、

壬生自動車学校の一[I開放に併せて、安全運転講

習会を間催しました。

　受講者は、教習所の先生について、適正検査、

実技運転、応急款護の順に行ない、運転技術を厳

しくチェックされていました。

　この講習で、一人ひとりが正しい交通ルールと

マナーを再確認していました。

Ｗ／^

交
通
安
全

ヒ
ヤ
リ
地
図
を
作
成

建設大臣から功労者表彰受ける

　七ツ石本郷老人クラブ七福会

Ｊ
一
一
一
　
　
　
六
美
地
区
あ
け
ぼ
の
会
（
中
川
芳
良

会
長
）
は
、
こ
の
は
ど
、
自
分
達
の
地

域
の
危
険
箇
所
を
示
す
ヒ
ヤ
リ
地
図
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
交
通
安
全

運
動
期
間
に
ち
な
み
、
交
通
安
全
教
室

を
開
い
て
、
お
年
宵
り
た
ち
の
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
再
確
認
を
す
る
と
と
も

に
、
地
図
の
上
に
、
自
宅
を
黒
、
最
近

事
故
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
赤
、
自
分
が

ヒ
ヤ
リ
と
し
た
所
を
黄
色
の
色
分
け
し

た
シ
ー
ル
を
は
り
、
危
険
箇
所
を
意
識

し
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
交
通
安
全
教
室
に
は
、
町
の
交

通
安
全
協
会
、
交
通
安
分
母
の
会
も
協

力
し
ま
し
た
。

　
七
ツ
石
本
郷
老
人
ク
ラ
ブ
七
福
会

（
梅
本
チ
ヨ
会
長
）
は
、
４
月
2
8
日

に
東
京
立
川
市
の
国
営
昭
和
記
念
公

撞
木
会
長
（
中
央
）
と
小
野
□
さ
ん
（
左
）

国
で
開
催
さ
れ
た
第
1
0
全
国
「
み
ど
り

の
愛
護
」
の
っ
と
い
で
、
建
設
大
臣
か

ら
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
圓
今
は
、
昭
和
3
7
年
か
ら
事
業
の
一

環
と
し
て
、
地
域
内
の
国
道
及
び
町
道

の
空
き
缶
拾
い
や
清
掃
を
定
期
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
４
年
度
か
ら
は
、
国
道

３
５
２
号
線
洽
い
の
花
壇
へ
草
花
を
植

え
た
り
、
花
垣
内
の
除
草
や
清
掃
な
ど

を
定
期
的
に
実
施
し
、
地
域
住
民
を
け

じ
め
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
感
謝

さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。
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町消防団ポンプ操法大会

んな状況でも十分対応

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
の
第
1
8
回
壬
生
町
消
防
団
ポ
ン

プ
操
法
大
会
が
、
４
月
2
5
日
、
町
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
４
月
に
新
団
目
］
（
5
2
名
）

を
迎
え
、
団
員
の
士
気
高
揚
と
、
消
火

技
術
の
習
得
・
向
上
を
目
指
し
、
例
年

こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
会
は
、
自
動
車
ポ
ン
プ
（
７
部
）

と
小
型
ポ
ン
プ
（
８
部
）
の
部
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
前
日
か
ら
の
悪
天
候
で
、

足
も
と
の
悪
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

２
週
間
に
わ
た
る
訓
練
の
成
果
を
遺
憾

な
く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

仁
叉－
－

芦

第２分団第３部チーム

団
　
体

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

優
　
勝
　
第
２
分
団
第
３
部

　
　
　
　
　
　
　
（
羽
生
田
地
区
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
１
部

　
亘
小
林
、
安
塚
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
他
言

-

-

第２分団第５部チーム

三
　
位
　
第
２
分
団
第
士
部

　
　
　
　
　
　
　
（
上
稲
葉
地
区
）

Ｏ
小
型
ポ
ン
プ
の
感

傷
　
勝
　
第
２
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
（
下
稲
葉
地
区
）

準
優
勝
　
第
３
分
団
第
３
部

　
　
　
　
　
　
　
（
中
泉
地
区
）

三
　
位
　
第
士
分
団
第
５
部

　
呈
の
宮
、
三
好
町
、
旭
町
地
区
）

個
　
人
（
優
秀
賞
）

⑤
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　
・
指
揮
者
　
森
田
　
甘
　
（
第
３
分
回
士
郎
）

　
・
士
香
具
　
中
田
　
吉
男
（
第
３
分
団
第
１
郎
）

　
・
２
香
具
　
田
村
　
勇
　
（
第
３
分
団
第
１
郎
）

　
・
３
委
員
　
稲
葉
　
国
仁
（
第
２
分
団
第
１
郎
）

　
・
４
番
目
一
　
佐
久
間
政
彦
（
第
３
分
団
第
１
郎
）

⑤
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
指
揮
者
　
越
路
　
正
一
（
第
２
法
印
５
郎
）

・
１
番
長
　
梁
高
　
正
夫
（
第
２
分
明
弟
５
郎
）

・
２
香
員
　
赤
本
　
利
夫
（
第
２
分
団
第
５
郎
）

・
３
番
長
　
田
村
　
一
良
（
第
２
分
団
弟
５
郎
）

ホームヘルパー研修

　２級課程が開講

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
に
向
け
。

　
　
　
　
万
全
期
す

開講式であいさつする関理事長

　
平
成
1
2
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
介

護
保
険
制
度
で
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

中
核
を
拒
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成

研
修
（
２
級
課
程
）
が
５
月
‥
‥
１
１
日
、
㈲

栃
の
本
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
も

つ
け
荘
で
回
講
し
ま
し
た
。

　
ヘ
ル
パ
ー
不
足
は
、
介
護
保
険
の
実

施
に
支
障
を
来
す
と
い
わ
れ
、
本
町
に

は
既
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
１
～

３
級
ま
で
の
有
資
格
者
が
１
５
３
人
お

り
、
準
備
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
が
、

介
護
保
険
ス
タ
ー
ト
ま
で
に
３
０
０
人

を
確
保
し
た
い
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
２
級
課
程
は
、
従
来
、
広
域
で
実
施

し
て
い
ま
し
た
が
、
県
の
指
定
を
受
け

た
こ
と
に
よ
り
、
町
で
は
初
め
て
実
施

す
る
も
の
で
、
今
回
3
6
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
研
修
期
間
は
2
0
日
間
で
、
講
義
5
8
時

間
、
実
技
講
習
4
2
時
間
、
実
習
3
0
時
間

と
な
っ
て
お
り
、
実
技
で
施
設
介
護
を

義
務
づ
け
た
点
が
最
大
の
特
徴
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
修
了
後
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

登
録
し
て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
あ
と
３
級
課
程
も
７
月

と
９
月
の
２
回
予
定
さ
れ
て
お
り
、
来

年
に
向
け
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。



Autum　SpeciaI　Ricitaﾄﾞ秋の特別公演〉

　　１枚のチケットで２つの公演が楽しめます
　ピアノリサイタル

開場：午後６時　開演：午後６時30分

1小由実稚恵

10月２日（土）

…諏訪内晶子＞ヴァイオリンリサイタル

　９月18日（土）開場:午後６時　開演:午後６時30分

　東京芸術大学、同大学院

修了。第７回チャイコフス

キー国際コンクールピアノ

部門第３位、第↓↓回ショパ

ン国際ピアノコンクール第

４位。古典から近現代に渡

る幅広いレパートリーを持

つ。

　1990年、チャイコフスキー

国際コンクールにて、［1本

人初、史上最年少記録の↓8

成で優勝、併せてバッハ、

チャイコフスキー最優秀演

奏者賞受賞、海外での幅広

い勉強のあと国内公演を再

開。

会　場：壬生中央公民館大ホール（城址公園ホール）　入場料：４､０００円（全席指定）

※入場券は、６月16日から壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、町施設振興公社事務所で取り扱っています。

　　（未就学兄の入場はできません）

主　催：（咄壬生町施設振興公社　後　援：壬生町教育委員会　問合せ先：壬生中央公民館　ａ８２－０１０８

W

「
ぱ
な
ぱ
な
メ
イ
ツ
」

第17回全国都市緑化とちぎフェアク

マロニエとちぎ緑花祭2000

j両

‘た11-

／ご
･1F

,jd k._

中

//
●●

　
平
成
1
2
年
（
２
０
０
０
年
）
９
月
９

日
か
ら
‥
１
１
月
５
日
ま
で
の
5
8
日
間
に
わ

た
り
、
第
1
7
目
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ

フ
ェ
ア
（
愛
称
　
マ
ロ
ニ
エ
と
ち
ぎ
緑

花
祭
２
０
０
０
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
、
フ
ェ
ア
の
内
容

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

開
催
の
上
年
前
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
の
活
動
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
ス
タ
ッ
フ

「
ぱ
な
ぱ
な
メ
イ
ツ
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
ぱ
な
ぱ
な
メ
イ
ツ
」
は
、
実
行
委

員
会
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
街
頭
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
市

町
村
等
の
イ
ペ
ン
ト
会
場
に
お
い
て
フ
ェ

ア
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
や
公
式
行
事
等
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数
　
　
３
名

応
募
条
件
等

任
　
　
期
　
平
成
‥
‥
‥
一
年
９
月
↓
日
～
平

　
　
　
　
　
成
1
2
年
且
月
５
日
（
任
期

　
　
　
　
　
中
　
実
働
約
１
５
０
且

応
募
条
件
①
平
成
‥
‥
１
１
年
９
月
上
目
現
在

　
　
　
　
　
満
1
8
歳
以
上
の
明
る
く
健

　
　
　
　
　
康
な
方
（
高
校
生
除
く
）

　
　
　
　
②
県
内
在
住
、
も
し
く
は
県

　
　
　
　
　
内
で
働
い
て
い
る
方
で
実

　
　
　
　
　
行
委
員
会
事
務
局
（
宇
都

　
　
　
　
　
宮
市
及
び
壬
生
町
）
に
通

　
　
　
　
　
動
可
能
な
方

　
　
　
　
③
事
前
研
修
及
び
期
間
中
の

　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
そ
の

　
　
　
　
　
他
に
参
加
可
能
な
方

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
又
は
市

　
　
　
　
　
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

　
　
　
　
　
を
記
入
し
、
全
身
写
真
を

　
　
　
　
　
同
封
の
上
、
事
務
局
へ
郵

　
　
　
　
　
送
す
る

応
募
期
間
　
６
月
2
1
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
７
月
1
9
日
（
月
）
必
着

雇
用
先
　
実
行
委
員
会
が
委
託
す
る

　
　
　
　
　
業
者
の
雇
用
と
な
り
ま
す

審日

時査

８
月
―
日
（
且

　
　
　
1
0
持
～
1
6
持

会
　
　
場
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

賞
　
　
　
　
賞
金
1
0
万
円

　
　
　
　
　
　
二
人
当
た
り
）

応
募
・
問
合
せ

　
　
　
　
　
〒
３
２
０
－
８
５
０
１

　
　
　
　
　
宇
都
宮
市
塙
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
ｌ
－
2
0

　
　
　
　
　
竿
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と

　
　
　
　
　
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
事
務
局
宛
　
�
０
２
８
－

　
　
　
　
　
　
　
６
２
３
－
２
４
７
只
）

１５



-
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壬生ゆかりの作家.たち

16

1978　装丁をばしめる

1983　流木オブジェの製作をばしめる

1989　文芸詰『早稲田大学』の表紙を

　　　飾る

1991　個　展

　　　（王子ペーパーギャラリづ

1992　個　展

　　　（王子ペーパーギャラリづ

1995　小学校図画工作用教科書に掲載

　　　ＮＨＫ主催「おしやれ工房展」

　　　に出品

1996　中学校美術科用教科書に掲載

　　　個　展

　　　（王子ペーパーギャラリづ

　　　個　展（東邦ガスギャラリづ

　　　個　展（早稲田大学キャンパス）

1998個　展（あいち健康プラ刊

付犬　　　●

し変納　　国
ま込期　民しみ限　年
ょあ開拓全
うい際頻一、
゜千にいでdｸ4

　゜納７分
　早付月｀゛
　め窓　に□30
　柏が且

７
月
の
納
税
等

　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

ａ
ｍ
ふ
平
生
本
丸
店
様
子
４
千
９
０
８
円

羽
生
田
西
部
親
睦
今
様
⑩
　
３
千
円

県
南
環
境
㈱
様
⑩
　
　
　
　
２
万
円

『流木鳥影　目覚めたカルガモ』(1994年)

荒川じんぺい(1945－)作家所蔵

一警察署からのお知らせー なくそう
交通事故

交通事故の事例（安塚地内）

仁］

※停車中の車後方からの子供の飛び出し事故

　一事故の状況－

４月 累計 前年比

事故件数 21 105 十38

死　者 ０ ０ －１

負傷者 22 121 十45

　注意しましよう

①飛び出しをしない。

(2)学校付近道路は徐行

　運転をする。
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